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和古書の範囲 とその考え⽅

• 江⼾期までの刊本・写本

『⽇本古典籍書誌学事典』「古書」

• 江⼾時代（1868）までの刊本・写本

NACSIS‐CAT 和漢古書取り扱い

• ⽇本⽂，江⼾時代（慶応4年）までの刊本・写本

NDL和古書細則

• ⽇本⼈が編著，⽇本⽂，江⼾時代までの刊本・写本

NCR1987R3 ⽤語解説「和古書」
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ポイント

資料の年代で区分 作成⽅法

⼿作り資料 ＝ 少量⽣産・希少性・⾮代替性
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和古書資料（群）の特性

• 表⽰箇所によって異なる書名，不表⽰資料

1．不安定な書名

• 近世以降も続く写本作成と異本・系統

2．書写資料の多さと系統の存在

• 複雑な近世印刷資料の出版・流通

3．版⽊再利⽤による多様な出版と刊印修

2014大学図書館職員短期研修 5



1．不安定な書名

近現代刊⾏資料に⽐べ書名が不安定

時代や分野によって，資料に書名の記載がない
記載箇所によって，書名表⽰が異なる
版⽊の再利⽤の際，改題される
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書名の記載がない例

題簽の剥離跡
巻末に書名なし

巻初に書名なし

「徒然草」
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記載箇所によって書名が異なる例（1）
『⼭城名所記』

題簽題 ⽬録題

洛陽名所集山城（志路）名所記
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記載箇所によって書名が異なる例（2）

『岩つつ志』⇒『歌⼈漫筆』

題簽題
巻頭題

岩つゝ志
序題

歌人漫筆
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2．書写資料の多さと系統
書写資料の多さ

近世以降も⽇常的に⾏われた書写

• 「書本屋」 ⇒ 『京雀』『江⼾⿅⼦』など

• 貸本屋の書写

• 書写のみで流布 ⇒『折たく柴の⽊』『藩翰譜』

書写資料の伝存
• 古典籍DB（36％），NACSIS‐CAT（45％），⼊札⽬録（55％）
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異本の多さと「系統」
• 書写による異⽂の発⽣

• 系統 ⇒同じ特徴の異⽂をもつ資料群

「枕草⼦」系統図

枕草⼦

雑纂系

類纂系

三巻本系

能因本系

堺本系

前⽥本系

⼀類本系

⼆類本系

書写時の誤り 意図的改竄 抜き書きの作成
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三巻本 堺本

能因本

異本

抜書

「枕草⼦」（⽇本古典籍総合⽬録）
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3．版⽊再利⽤による多様性

近世印刷の主流 ⇒ 整版（版⽊を使った印刷）

出版権利対象物として売買も

多様な再利⽤

同じ版元による
再印刷・出版

異なる版元に

による印刷・出
版

内容を⼀部修訂
して印刷・出版

版⽊を別の出版
物の⼀部として

印刷・出版

2014大学図書館職員短期研修 13



最重要課題としての「刊・印・修」
刊

• 版⽊が彫り上げられ，その版⽊によって刷り上げられた本が，最初に
刊⾏された時点

印
• 彫り上がった版⽊（版）を⽤いて刷り上げること。即ち，書誌学⽤語

としての「印」はその本が実際に刷り上げられた時点

修
• 彫り上がって完成した版⽊に，その後何らかの故障が⽣じたり，改修

の必要が⽣じて，全⾯改刻ではなく，部分的に修訂を施した時点
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刊記を⽐べて分かる版⽊の移動例
「正直咄⼤鑑」刊記3種
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「印」の違いが判明する例「標註曾丹集」2種
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「印」の違いが判明する例「標註曾丹集」2種
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「印」の違いが判明する例
追加

「標註曾丹集」2種
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慶⻑古活字版

慶安
⼆版

慶⻑元和
古活字版

「枕草⼦」（⽇本古典籍総合⽬録）
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和古書における「識別」
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識 別 （ Identification ）

Rules for Descriptive Cataloging in LC
• To state the significant feature of an item with the 
purpose of distinguishing it from other items and 
describing its scope, contents, and bibliographic 
relations to other items

Statement of International Cataloguing Principles 
• to confirm that the entity described in a record corresponds 
to the entity sought or to distinguish between two or more 
entities with similar characteristics
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識別 と 書誌情報の採録

• 書誌記述規則に従い記録する

• 書誌記述で他と区別できるように記述

書誌記述の作成

当該資料は「これである」ということを⽰す
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• 印刷本と書写本

• 成⽴・流通した時代や主題分野

• 書誌学的な分野

識別の内容の相違

和古書利⽤者の多様な「識別」



識 別 の 例

• 個別資料ごとにすべて異なる
• テキスト問題 ⇒ 系統
• 製作された年代と関連資料との製作の前後

• 個別資料ごとにすべて異なる
• テキスト問題 ⇒ 系統
• 製作された年代と関連資料との製作の前後

書写本

• 著作の異同• 著作の異同
同名異本

• 初刷後刷，版元の異同，テキスト補訂• 初刷後刷，版元の異同，テキスト補訂

印刷本
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書誌レコード作成と同じ本
書誌（レコード）作成単位 と 版（edition）
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同じ本？
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馬琴
『松染情史秋七草』

巻三 第18丁ｳ-第19丁ｵ
「微運を嘆じて正元田楽の櫓上に自殺す」

初刷本



同じ本？
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⽋
落

馬琴
『松染情史秋七草』

巻三 第18丁ｳ-第19丁ｵ
「微運を嘆じて正元田楽の櫓上に自殺す」

後刷本



同じ本？
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⽋
落

艶墨潰しの
夜空が省略

馬琴
『松染情史秋七草』

巻三 第18丁ｳ-第19丁ｵ
「微運を嘆じて正元田楽の櫓上に自殺す」

さらに後刷本
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• 利⽤者の視点
• 近現代刊⾏資料における「同じ本」と和古書資

料における「同じ本」の基準の相違
• 製作⼯程と現存資料
• 「同じ本を何部集めてみても，外型・内容共に

全く同⼀の本は殆ど無い」中野三敏⽒『江⼾の板本』

• 利⽤者の視点
• 近現代刊⾏資料における「同じ本」と和古書資

料における「同じ本」の基準の相違
• 製作⼯程と現存資料
• 「同じ本を何部集めてみても，外型・内容共に

全く同⼀の本は殆ど無い」中野三敏⽒『江⼾の板本』

「同じ本」と資料の識別

和古書⽬録の前提

•記述対象資料ごとに書誌作成



識別性向上のための書誌情報
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情報源の転記 と
イメージデータ

識別⽀援のための書誌情報

2014大学図書館職員短期研修 31



情報源の転記

利⽤者等と情報を共有

書誌採録者の根拠情報源の提⽰

古典籍の詳細⽬録では⼀般的な⽅法
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情報源の転記 : 和古書
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情報源の転記：和古書 転記箇所
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情報源の転記
: ⻄洋古書 転記
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テキストデータの限界

⽂字の再現性

レイアウトの再現性

テキストデータによる提⽰の限界
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⽂字の再現性 （例：「辨」）

書いた⽂字を元に
版⽊を作成
⽂字が多様
UNICODEになし
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レイアウトの再現性の問題 責任表⽰：作者

タイトル

巻数表⽰合巻：上下篇で⼀つの表紙

責任表⽰：画者
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図柄と⼀体化した表現
序の書名（序題）

作者名と画者名 出版者名

⾒返しの書名
（図柄と共に表

す）

巻号数
改印
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書誌記述としてのイメージデータ

テキスト化が難しい「⾊」
雰 囲 気

映り込むさまざまな情報

情報豊かなイメージデータ
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表紙の⾊や雰囲気，⼤きさが異なる

「標註曾丹集」2種
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地名・出版者名
が削除
左の丁の違い

イメージ・
データによる
情報提供
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記述の情報源の提⽰

記述の情報源の
テキストデータでの注記

書誌記述項⽬としての
記述の情報源のイメージデータ
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和古書⽬録作成の⽀援
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参 照 デ ー タ の 共 有

和古書書誌作成 の 研修
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参照データの共有
• 電⼦くずし字字典（奈良⽂化財研究所・東⼤史料編纂所）

• http://r‐jiten.nabunken.go.jp/kensaku.php

• 表紙⽂様集成（国⽂学研究資料館→在外⽇本古典籍研究会）
• http://www.nijl.ac.jp/pages/images/hyousimonyou.pdf

• 蔵書印データベース（国⽂学研究資料館電⼦資料館）
• http://base1.nijl.ac.jp/~collectors_seal/

• 和古書イメージデータ
• 九州⼤学附属図書館 読本データベース
• 東京学芸⼤学附属図書館 望⽉⽂庫（往来物・明治教科書）
• 東京⼤学附属図書館 電⼦版霞亭⽂庫（江⼾⼩説・演劇書）
etc.
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和古書書誌作成の研修 の 試み
「天理古典籍ワークショップ」

［Phase 1］2007〜2009年 3カ年 5⽇×3回 15⽇間
欧⽶ 8カ国 19名

Phase 2 2013年 1カ年 10⽇間
欧⽶⼤ 6カ国 20名

• 和古書の⽬録作成と取り扱いに関する実践的研修
• 海外において、和（漢）古書の組織化・管理ができる⼈材の育成，将

来の地域の指導者
• データベース⽬録作成を念頭にした研修

→ 「在外⽇本古典籍研究会」
OJAMASG ：Overseas Japanese Antiquarian Materials Study Group

http://www.jlgweb.org.uk/ojamasg/
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参考資料
• 基本資料

• ⽇本古典書誌学総説 / 藤井隆著 和泉書院 1991
• ⽇本書誌学を学ぶ⼈のために / 広庭基介, ⻑友千代治著 世界思想社 1998
• 書誌学⼊⾨ / 川瀬⼀⾺著 ; 岡崎久司編 雄松堂出版 2001

• 辞典
• ⽇本書誌学⽤語辞典 / 川瀬⼀⾺著 雄松堂書店 1982
• ⽇本古典籍書誌学辞典 / 井上宗雄 [ほか] 編著 岩波書店，1999

• 関連読み物
• ⽇本の古典籍 : その⾯⽩さその尊さ / 反町茂雄著 ⼋⽊書店，1984
• 古書のはなし : 書誌学⼊⾨ / ⻑沢規矩也著 冨⼭房，1994
• 書誌学の回廊 / 林望著 ⽇本経済新聞社，1995
• 和本⼊⾨：千年⽣きる書物の世界 / 橋⼝侯之介著 平凡社，2005
• 江⼾の本屋と本づくり：続和本⼊⾨ / 橋⼝侯之介著 平凡社，2007
• 江⼾の板本：書誌学談義 / 中野三敏著 岩波書店，2010
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